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町
が
フ
ロ
ー
ラ（
花
の
女
神
）の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
一
つ
と
し
て
町
花

「
あ
や
め
」の
普
及
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る「
あ
や
め
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
」

が
６
月
14
日（
月
）か
ら
20
日（
日
）ま
で
の
一
週
間
、
鳥
見
山
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
特
に
最
終
日
の
20
日
に
は「
文
化
芸
能
祭
」、

「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
演
会
」な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
会
場
を
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
、
町
農
業
振
興
事

業
費
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
設
置
事
業

の
た
め
２
，４
９
１
万
円
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水
ヒ
ー
タ
ー
入

替
工
事
費
に
、
４
２
０
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
と
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予

算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
※
な

お
国
保
税
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、総
額
２
，

５
９
６
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予

一
般
会
計
補
正
予
算
総
額

は
２
，５
９
６
万
円

　
６
月
の
町
議
会
定
例
会
は
、
６

月
７
日（
月
）
か
ら
10
日（
木
）
ま

で
の
４
日
間
開
会
さ
れ
、
13
件

の
専
決
処
分
の
報
告
と
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
３
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
６
月
町
議
会
定
例
会
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

満開の「あやめ」が咲く鳥見山公園

鳥見山公園内の花壇にマリーゴールドを植える園
児たち

環境戦隊「あらま隊」も大活躍

町の特産品が飛ぶように売れました
あやめ株式会社さんから、来場者にあや
めの株がプレゼント

鳥見山体育館のステージでは踊りなどが披露され
ました（文化芸能祭）

オープニングセレモニー（6/14）

たくさんのカメラマンが参加した「あやめ撮影会」

多くの作品が展示され、来場者の目を楽しませていました

野点茶会

フローラのまちづくり講演会で「オープンガーデン」
について語る加原先生

＝
６
月
町
議
会
定
例
会
＝

総
額
２
，５
９
６
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
３
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

と
、
自
己
決
定
・
事
故
責
任
を
原

則
と
す
る
分
権
型
社
会
の
進
展
に

よ
り
、
町
等
に
対
す
る
新
た
な

ニ
ー
ズ
や
課
題
が
多
様
化
・
高
度

化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織

や
職
員
意
識
を
改
革
し
て
い
く
た

め
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

従
来
の
縦
割
り
の
弊
害
を
少
し

で
も
な
く
し
、
様
々
に
発
生
す
る

課
題
や
問
題
に
柔
軟
に
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
６
月
に「
実
施
点
検

等
」を
行
い
、
な
お
一
層
の
住
民

の
目
線
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
駅
東
第
１
土
地

区
画
整
理
事
業
、
保
健
福
祉
事
業

な
ど
の
主
要
事
業
に
つ
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
事
業
の
推
進
を
図

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
事
業
が
、
４
月

に
ス
タ
ー
ト
し
間
も
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
主
な
事
業
の
進
行

状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
平
成
15
年
度
か

ら
19
年
度
ま
で
の
５
か
年
を
期

間
と
し
た
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

第
一
段
と
し
て
、
こ
の
４
月
か

ら
町
長
部
局
の
８
課
を
６
課
に
、

教
育
委
員
会
の
２
課
を
１
課
と

し
、
従
前
の
出
納
室
と
合
わ
せ
た

10
課
１
室
を
７
課
１
室
に
組
織

編
成
し
、
併
せ
て
グ
ル
ー
プ
制
を

導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
の
改
編
は
、
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

町
長
説
明
（
要
旨
）

広報かがみいし　2004年７月号

６月町議会定例会



区　　分 16年度 15年度 改正内容

医
療
保
険
分

所得割（所得に応じて計算） 7.02%↑ 6.49% 0.53％の引き上げ

資産割（資産に応じて計算） 30%↑ 26.90% 3.1％の引き上げ

均等割（加入者数に応じて計算） 29,000円↓ 31,462円 1人当り△2,462円

平等割（世帯数に応じて計算） 33,400円↓ 34,634円 1世帯当り△1,234円

介
護
保
険
分

所得割（所得に応じて計算） 0.69%↑ 0.53% 0.16％の引き上げ

資産割（資産に応じて計算） 4%－ 4% 据え置き　

均等割（加入者数に応じて計算） 5,120円↓ 6,112円 1人当り△992円

平等割（世帯数に応じて計算） 3,200円↓ 3,900円 1世帯当り△700円

　
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）は
、
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
し

て
い
る
み
な
さ
ん
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
際
の
医
療
費
や
出
産
育
児

一
時
金
、
葬
祭
費
と
い
っ
た
費
用
に
充
て
ら
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。

国
保
税
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
病
院

な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
国
・
県
・
町
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差

し
引
い
た
分
に
な
り
ま
す（
図
１
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
今
年
度
の
国
保

税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。　

国
保
税
は
、
算
出
さ
れ
た
国

保
税
の
額
を
加
入
者
の
み
な
さ
ん

に
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
所
得
な
ど
に
よ
り
負
担
す
る

応
能
割（
所
得
割
・
資
産
割
）と
加

入
者
数
や
世
帯
な
ど
で
負
担
す
る

応
益
割（
均
等
割
・
平
等
割
）で
、

あ
ん
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
世
帯

ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
保
特
別
会
計
の
予

算
に
つ
い
て
は
、
長
引
く
経
済
・

雇
用
情
勢
の
低
迷
に
よ
る
個
人
所

得
の
落
ち
込
み
や
、
高
齢
者
を
中

病院などで支払う 
一部負担金 

国・県・町など 
からの補助金 

国・県・町など 
からの補助金 

国保税 
その年に 
予測され 
る医療費 

心
と
し
た
医
療
費
の
増
加
を
背
景

に
、
昨
年
度
ま
で
の
税
率
で
試
算

し
た
場
合
、
約
１
，８
０
０
万
円

の
税
収
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
16
年
度
の
税
率
を

改
正
し
ま
し
た（
表
１
参
照
）。

　

税
率
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、

加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
負
担
を
少
し

国
保
だ
よ
り｜

｜
｜

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
町
民
課
　
�
62｜

２
１
１
４

で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
国
保

基
金
を
最
大
限
充
当
す
る
と
と
も

に
、
所
得
割
・
資
産
割
と
い
っ
た

負
担
能
力
に
応
じ
た
割
合
を
引
き

上
げ
、
均
等
割
・
平
等
割
と
い
っ

た
受
益
に
応
じ
た
割
合
を
引
き
下

げ
る
こ
と
で
、
低
所
得
者
層
へ
の

負
担
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
国

保
の
財
政
が
苦
し
く
な
る
だ
け
で

な
く
、
納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税

の
負
担
も
重
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
日
頃
か
ら
健
康
管
理
を
心
が

け
て
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
る
な
ど
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

通
常
よ
り
有
効
期
限
の
短
い

「
短
期
被
保
険
者
証
」や
、
病
院
な

ど
の
窓
口
で
、
い
っ
た
ん
医
療

費
の
全
額
を
支
払
う
こ
と
に
な
る

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」が
交
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期

ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
分
割
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す

の
で
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、
異
文
化
を
直

接
肌
で
感
じ
、
今
ま
で
学
習
し
た

英
語
を
試
す
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

ペ
ン
テ
ィ
ク
ト
ン
市
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
こ
の
事
業
の
初

回
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
今
で
は
家
族
同
様
に

歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
。

　

午
前
中
は
、英
会
話
研
修
を
し
、

午
後
は
市
庁
舎
訪
問
や
、
農
場
訪

問
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

週
末
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で

過
ご
す
な
ど
交
流
を
深
め
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
最
終
日
に
は
、「
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
」が
行
わ
れ
、

お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
に
全
員
で

「
よ
さ
こ
い
踊
り
」を
披
露
す
る
予

定
で
す
。

で
、
７
月
28
日（
水
）
夕
方
に
成

田
空
港
を
出
発
し
、
８
時
間
30

分
の
飛
行
後
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク

バ
ー
空
港
に
到
着
し
ま
す
。

　

日
本
と
の
時
差
は
16
時
間
あ

る
た
め
、
鏡
石
を
出
発
し
た
日
の

午
前
中
に
到
着
す
る
と
い
う「
時

差
」を
体
験
し
、
カ
ナ
ダ
研
修
が

始
ま
り
ま
す
。

　

雄
大
な
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ

ー
、
青
く
澄
み
き
っ
た
湖
な
ど
想

像
を
超
え
る
大
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ

が
団
員
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
真
夏
に
雪
上
車
に
乗
り
大

氷
原
の
上
を
歩
く
な
ど
、
カ
ナ
ダ

で
し
か
味
わ
え
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
海
外
文
化
学
習

事
業
の
メ
イ
ン
と
な
る
の
は
ペ
ン

テ
ィ
ク
ト
ン
市
で
の
６
泊
の
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
に
な
り
ま
す

　
も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
町
で
は
、

こ
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
中
学
２

年
生
19
人
を
カ
ナ
ダ
に
派
遣
し

ま
す
。
異
文
化
体
験
を
通
し
て

21
世
紀
を
担
う
人
材
育
成
を
目

的
に
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
今
年
は
７
月
28

日（
水
）
か
ら
11
日
間
の
日
程
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
第
９
回
海
外
文
化
学
習

事
業
の
団
員
に
は
、
左
表
の
と
お

り
男
子
７
人
・
女
子
12
人
の
計

19
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
カ
ナ
ダ
西
部
の
ブ
リ

テ
ィ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
と
ア
ル

バ
ー
タ
の
２
つ
の
州
を
中
心
に
、

11
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
の
概
要
は
下
表
の
と
お
り

No. 氏　　名 性別 住所

1 板　倉　美　穂 女 前　　山

2 稲　田　有　紀 女 蒲之沢町

3 鵜　沼　有加里 女 成　　田

4 面　川　志　帆 女 中　　町

5 坂　口　　　恵 女 蒲之沢町

6 佐久間　詩　織 女 桜　　岡

7 鈴　木　梨唯奈 女 岡 ノ 内

8 滝　田　友　世 女 大　　池

9 播　本　実　加 女 堀　　米

10 森　　　智　美 女 北　　町

11 吉　田　朝　美 女 成　　田

12 吉　田　奈津希 女 成田原町

13 遠　藤　　　尚 男 久来石南

14 大河原　和　己 男 豊 郷 中

15 小　貫　秀　祐 男 中　　央

16 小　室　貴　義 男 中　　央

17 真　島　俊　哉 男 仁 井 田

18 森　合　亮　太 男 境

19 和　田　　　淳 男 旭　　町

月
日

訪
問
都
市

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月

28
日（
水
）

集
合

鏡
石
町
出
発

成
田
空
港

バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港

カ
ル
ガ
リ
ー

空
港

バ
ン
フ

全
員
集
合
後
、
出
発
式
。

貸
切
バ
ス
に
て
、
成
田
空

港
第
二
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ　

到
着
後
、
出
国
手
続
を
経

て
空
路
、
エ
ア
ー
カ
ナ
ダ

に
て
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ

入
国
手
続
後
、
国
内
線
に

て
カ
ル
ガ
リ
ー
へ　

カ
ル

ガ
リ
ー
よ
り
貸
切
バ
ス
に

て
バ
ン
フ
へ

７
月

29
日（
木
）
バ
ン
フ

終
日
：
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン

ロ
ッ
キ
ー
見
学

※
レ
イ
ク
ル
イ
ー
ズ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
氷
原
等

７
月

30
日（
金
）

バ
ン
フ

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

貸
切
バ
ス
に
て
、
ペ
ン

テ
ィ
ク
ト
ン
へ

※
途
中
、
ヨ
ー
ホ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
見
学　

到
着
後
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ

レ
モ
ニ
ー
（
市
長
参
加
予

定
）　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
各
家
庭
へ

７
月
31
日

（
土
）〜
８

月
２
日

（
月
）

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過

ご
し
ま
す

８
月

３
日（
火
）
ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
登

校　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン　

英
語
研
修　

周
辺
地

域
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ

ア
ー　

市
長
表
敬
訪
問
と

消
防
署
等
の
市
内
見
学

８
月

４
日（
水
）
ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
登

校　

英
語
研
修　

オ
カ
ナ

ガ
ン
農
場
訪
問　

さ
よ
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
＆
修
了
式

８
月

５
日（
木
）

ペ
ン
テ
ィ
ク

ト
ン

バ
ン
ク
ー

バ
ー

ペ
ン
テ
ィ
ク
ト
ン
よ
り
バ

ン
ク
ー
バ
ー
へ

到
着
後
、
ス
タ
ン
レ
ー

パ
ー
ク
見
学

８
月

６
日（
金
）

バ
ン
ク
ー

バ
ー

バ
ン
ク
ー

バ
ー
空
港

市
内
観
光
し
な
が
ら
空
港

へ 

空
路
、
エ
ア
ー
カ
ナ

ダ
に
て
成
田
空
港
へ

８
月

７
日（
土
）
成
田
空
港

鏡
石
町
着

成
田
空
港
第
二
タ
ー
ミ
ナ

ル
到
着
後
、
専
用
バ
ス
に

て
鏡
石
へ

到
着
後
、
解
散

45

国
保
税
の
税
率
を
改
正

日
頃
の
健
康
管
理
が
大
切

国
保
税
を
納
め
ず
に
い
る
と

広報かがみいし　平成16年７月号

※金額は、県民税均等割 1,000 円を含んでいます

　個人住民税均等割は、地方公共団体による様々な行
政サービスの対価として、広く住民が地域社会の費用
の一部を等しく分担するものであり、負担分任の性格
を有する個人住民税の基礎的な部分です。
　従来、均等割については、市町村の人口段階別に区
分されていましたが、地方税法改正により、平成 16
年度課税から下表のとおり改正されました。

平成 15 年度まで
平成 16 年度

以降

人口 50 万以上の市 4,000 円

4,000 円人口５万以上 50 万未満の市 3,500 円

その他の市及び町村 3,000 円

町県民税均等割が改正されました

※国保の加入者がいる世帯の世帯主が納税義務者となります

　（ただし納める税金は、国保の加入者分のみ）

※介護保険分は、40 歳以上 65 歳未満の方が対象となります

表１　税率の改正内容

＝第９回中学生海外文化学習事業＝

日
本
と
の
時
差
は
16
時
間

カ
ナ
ダ
の
家
族
が

お
出
迎
え

団 員 名 簿

平成14年にカナダを訪れた団員のみなさん

図１　国保税の決め方

研
　
修
　
日
　
程
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不
法
投
棄
は
許
し
ま
せ
ん

ま ち の 話 題

　

５
月
23
日（
日
）
午
前
８
時
か
ら
、
鏡

田
区
の
川
崎
町
地
内
に
お
い
て
、
土
地
所

有
者
と
保
健
委
員
に
よ
り
民
有
地
に
不
法

投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
の
回
収
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

道
路
か
ら
は
、
ご
み
な
ど
一
切
見
え
な

い
場
所
な
の
に
、一
歩
土
手
を
降
り
る
と
、

大
量
の
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
約

２
時
間
の
作
業
で
、
燃
え
る
ご
み
10
袋

を
は
じ
め
、
燃
え
な
い
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、空
き
缶
、粗
大
ご
み
な
ど
軽
ト
ラ
ッ

ク
５
台
分
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日（
日
）午
前
９
時
か
ら
久
来
石

の
堂
前
地
区
で
桜
の
オ
ー
ナ
ー
の
み
な
さ

ん
に
よ
る
除
草
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
平
成
14
年
に
町
制
施
行
40

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
桜
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
堂
前
地
区
の
釈
迦
堂

川
沿
い
約
１
・
７
㎞
に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
70
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
参

加
し
、強
い
日
ざ
し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、

草
刈
機
や
カ
マ
な
ど
を
使
っ
て
自
分
の
苗

木
の
周
辺
を
除
草
し
ま
し
た
。

　

町
の
育
児
ク
ラ
ブ「
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ
」

で
は
、
６
月
17
日（
木
）午
前
９
時
30
分
か

ら
、
飛
澤
良
男
さ
ん（
笠
石
）の
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

20
組
40
人
の
家
族
が
参
加
し
、
飛
澤

さ
ん
か
ら
イ
チ
ゴ
の
取
り
方
の
コ
ツ
を
教

わ
り
な
が
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
の
赤
く

な
っ
た
イ
チ
ゴ
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
採

り
ま
し
た
。

　

も
ぎ
た
て
の
イ
チ
ゴ
を
口
に
し
た
、
参

加
者
か
ら
は「
あ
ま
い
ね
」・「
お
い
し
い

ね
」な
ど
の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
６
月
３
日

（
木
）午
前
11
時
か
ら
町
老
人
セ
ン
タ
ー

で
高
齢
者
交
通
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
な
ど
約
50
人

が
参
加
、
大
型
画
面
に
歩
行
者
の
方
向
に

向
か
っ
て
く
る
車
を
映
し
出
し
、
映
像
を

見
な
が
ら
模
擬
道
路
を
横
断
す
る
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
正
し
い
道
路
の
横
断
の

仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

お
年
寄
り
の
方
々
は
、
車
の
接
近
速
度

と
見
た
目
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
、
自
ら
の
横

断
速
度
に
認
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

イ
チ
ゴ
狩
り
っ
て
楽
し
い
ね

新
し
い
桜
の
名
所
に

正
し
い
道
路
の
横
断
方
法

を
学
ぶ

初
夏
の
文
化
祭

　

町
生
涯
学
習
文
化
協
会
主
催
の
初
夏
の

文
化
祭
が
、
６
月
５
日
、
６
日
、
13
日

に
町
公
民
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
き
山
野
草
展
や
書
道
展
な
ど
展
示

会
の
展
示
部
門
の
ほ
か
、
宝
生
流
明
宝
会

に
よ
る
謡
曲
発
表
部
門
と
、
鏡
石
囲
碁
ク

ラ
ブ
や
鏡
石
将
棋
ク
ラ
ブ
に
よ
る
大
会
部

門
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
に
は
、
サ
ツ
キ
や
生
け
花
、

俳
句
、
書
道
な
ど
約
２
５
０
点
が
並
び
、

訪
れ
た
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

採れたてのイチゴおいしそうですね

室内につくった横断歩道、うまく渡れたかな

多くの方が、見事な作品に見とれていました

汗を流しながら除草作業に精を出す桜のオーナーのみなさん

新幹線、在来線の特急券、寝台券、座席指定券は鏡石駅でお求めくださいきっぷは鏡石駅で

　

ほ
と
ん
ど
の
ご
み
は
、

町
の
ご
み
収
集
に
出
せ
る

も
の
ば
か
り
な
の
に
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
捨
て
て
い
く
の
か
、

参
加
者
か
ら
は
、
嘆
き
や

怒
り
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

最
近
、
特
に
人
ど
お
り

の
少
な
い
場
所
や
静
か
で

人
目
に
つ
か
な
い
は
場
所

で
は
不
法
投
棄
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
不
法
投

棄
の
現
場
を
発
見
し
た
場

合
に
は
警
察
に
通
報
す
る

な
ど
、
対
応
を
強
化
し
て

い
く
方
針
で
す
。
み
な
さ

ん
も
不
法
投
棄
さ
れ「
あ

ら
ま
！
」
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
普
段
か
ら
所
有
地

の
管
理
と
見
回
り
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

大量のごみを片付ける参加者

広報かがみいし　平成16年７月号

新
し
い
桜
の
名
所
に

初
夏
の
文
化
祭

　

花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
、
６
月
27
日（
日
）

午
前
６
時
か
ら
町
公
民
館
や
各
行
政
区

集
会
所
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
一
斉
定
植
に
は
、

花
い
っ
ぱ
い
実
行
委
員
会
や
協
力
す
る

各
種
団
体
か
ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
約
20
㎝
ほ
ど
に
育
っ
た

ベ
コ
ニ
ア
や
サ
ル
ビ
ア
を
約
２
０
０
プ

ラ
ン
タ
ー
に
定
植
し
、
町
内
の
各
公
共
施

設
に
配
り
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
花

が
町
民
の
み
な
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

町
中
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

町
民
運
動
を
推
進
す
る

決
議
文
を
採
択

　

６
月
14
日（
月
）午
後
７
時
か
ら
町
公

民
館
で
、
約
30
人
が
参
加
し
て
町
青
少

年
育
成
町
民
会
議
総
会
が
行
わ
れ
、「
大
人
が

変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」町
民
運

動
を
推
進
す
る
決
議
文
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
会
長
で
あ
る
木
賊
町
長
が
あ

い
さ
つ
、
続
い
て
学
校
や
地
域
で
地
道
に

優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
方
に
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
表
彰
を
受
け
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。

b
一
般
成
人
の
部
　

山
田
清
一
さ
ん（
岡
ノ
内
） 早朝からお疲れさまでした

木賊町長から表彰状を受け取る山田さん



☆ ★

　　中　　町

大河原 正 広さん

税務町民課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

………○

町民
　リレー

213

図
書
館
だ
よ
り

　「子どもの頃は、今頃の季節になると、仁
井田地区の釈�堂川でよく泳いでいました
ね。そこで泳いだのは、私たちの世代が最後
くらいですかね。」と話す大河原さん。
　地域に根ざした仕事がしたくて、今年４月
に 16 年間努めていた会社を辞め、保険会社
に転職したそうです。「親切・丁寧お客様の
ためを思って仕事をすることをいつも心がけ
頑張りますので、ご用の時は声をかけてくだ
さい。」と話していました。
　最後に、まちづくりについて尋ねると、「仕
事柄、他の市町村の方と会う機会が多いので
すが、鏡石町に住んでいると話すと、町民プー
ル「すいすい」があるところだね。と言って
もらえます。漠然としていますが、そのよう
に鏡石の名前を出せば、すぐに解ってもらえ
るような、すごいものがあるといいですね。」
と話していました。

◇　◇　◇　◇　◇　◇ 
　次回は、大河原さんの紹介で中町の小貫真
吾さんにリレーします。

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ

広報かがみいし　平成16年７月号 広報かがみいし　2004年７月号

消
防
職
員
募
集

　

町
で
は
、
町

民
の
み
な
さ
ん

が
日
々
、
健
康

で
明
る
く
、
楽

し
い
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
各

種
検
診
を
行
っ

て
い
ま
す

　

今
年
も
病
院

な
ど
で
行
う
胃

が
ん
施
設
検
診

を
、
８
月
２
日

（
月
）か
ら
９
月

30
日（
木
）
ま

で
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
受
診

を
希
望
さ
れ
る

方
は
町
健
康
福

祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
は
、
40
歳
以
上
に
多
く

な
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
は
、
規
則
正
し
い

生
活
を
す
る
こ
と
や
、
積
極
的
に

健
康
診
断
を
受
け
早
期
発
見
、
早

期
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
胃
が
ん
集
団
検
診（
総

合
健
康
診
査
）は
、
９
月
21
日

（
火
）か
ら
10
月
８
日（
金
）に
実

施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

□
実
施
期
間　

８
月
２
日（
月
）〜

９
月
30
日（
木
）

□
対
象
者　

町
内
在
住
の
30
歳

以
上
の
方

□
検
診
料
金　

個
人
負
担
金　

２

千
円（
検
診
当
日
、
各
医
療
機
関

に
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
70
歳
以
上
の
方
も
同
額
徴
収

と
な
り
ま
す
。

□
検
診
内
容　

胃
Ｘ
線
直
接
撮
影

（
一
次
検
診
の
み
）。

　

そ
れ
以
外
の
検
査
は
、
全
て
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

□
受
診
時
の
注
意
　

　

検
査
前
日
の
午
後
９
時
以
降
は

飲
食
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
食
事
・
た
ば

こ
・
お
茶
・
水
等
一
切
取
ら
ず
に
胃

の
中
を
空
に
し
て
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
検
診
結
果
は
判
定
終
了

後（
受
診
後
３
〜
４
週
間
後
）に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
方
法　

９
月
17
日

（
金
）ま
で
に
町
健
康
福
祉
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
、
受

診
票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

�
62―

２
１
１
５

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
に
空
き
が

で
き
た
た
め
９
月
か
ら
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間　

７
月
１
日（
木
）〜

７
月
30
日（
金
）ま
で

□
戸
　
数　
　

境
団
地
２
戸

□
入
居
申
込
資
格
者（
①
か
ら
⑤

ま
で
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）

①
同
居
親
族
が
い
る
方

②
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方（
持
ち
家
で
な

い
こ
と
、
親
と
同
居
は
持
ち
家
と

な
り
ま
す
。）

③
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
方

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

⑤
月
々
の
収
入
が
20
万
円
を
超

え
な
い
方
。（
※
障
害
者
等
の
家

89

健康で楽しい生活を送りましょう

庭
は
、
26
万
８
千
円
。）

※
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
方
、
障
害
者
認
定
１
級

か
ら
４
級
ま
で
の
方
、
生
活
保
護

被
保
護
者
、
海
外
引
揚
者
の
い
ず

れ
か
で
②
〜
⑤
の
条
件
を
満
た
す

方
。

□
申
込
み
方
法
・
場
所

　

町
指
定
の
入
居
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、押
印
の
う
え
、

必
要
書
類（
所
得
証
明
等
）を
添
付

し
、
町
役
場
総
務
課
へ
申
込
み
く

だ
さ
い
。

□
選
考
方
法

　

申
込
者
の
現
状
を
確
認
し
、
選

考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。入
居
す
る
際
は
、

町
内
在
住
２
名
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
役
場
総
務

課　

 

☎
62｜

２
１
１
１

　

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
で

は
、
平
成
17
年
度
採
用
の
消
防

職
員（
高
校
卒
程
度
）を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

□
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
数

　

消
防
職　

３
名
程
度

□
受
験
資
格

　

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

□
試
験
の
期
日
・
内
容
等

①
第
１
次
試
験

　

平
成
16
年
９
月
19
日（
日
）

　

教
養
試
験
・
作
文
・
適
性
検
査

②
第
２
次
試
験

　

平
成
16
年
10
月
下
旬
予
定（
第

１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

　

口
述
試
験
・
体
力
検
査

□
受
験
手
続

　

申
込
用
紙
は
、
消
防
本
部
総
務

課
、
消
防
署（
分
署
、
分
遣
所
、

派
出
所
）ま
た
は
町
役
場
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。

　

郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
さ
れ

る
場
合
は
、
90
円
切
手
を
貼
っ

た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
封
筒
サ
イ
ズ
：
長
３
号
）を
同
封

し
、
封
筒
の
表
に「
採
用
試
験
申

込
用
紙
請
求
」と
朱
書
し
て
須
賀

川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課
あ

て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

□
受
付
期
間

　

平
成
16
年
７
月
20
日（
火
）か

ら
８
月
19
日（
木
）ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部
総
務
課

〒
９
６
２｜

０
０
２
２　

須
賀
川

市
丸
田
町
１
５
３
番
地

☎
０
２
４
８｜

76｜

３
１
１
２

□
読
み
聞
か
せ
会

●
日
　
時
　
７
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
話
し
手　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

あ
ゆ
み
ら
い

●
内
容　

す
ば
な
し「
ご
ん
た
さ

ん
の
う
な
ぎ
と
り
」

□
子
ど
も
映
画
会

●
日
　
時　

７
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
上
演
作
品
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画　

『
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
・
帝
国
最
後
の

謎
』

□
夏
休
み
特
別
企
画

「
福
島
大
学
児
童
文
化
研
究
会

　
　
　
　

影
絵
部
の
夏
季
公
演
」

　

今
年
も
図
書
館
に
福
島
大
学
の

学
生
さ
ん
に
よ
る
公
演
が
や
っ
て

き
ま
す
。
か
げ
絵
を
つ
か
っ
た
あ

そ
び
や
劇
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

ど
う
ぞ
。

●
日　

時　

７
月
29
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

●
か
げ
え
劇『
西
遊
記
』

●
手
か
げ
え『
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
』

●
ボ
ー
ド
ビ
ル『
ふ
し
ぎ
な
お
つ

か
い
』

●
あ
そ
び
公
演
等

□
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ナ
ー

●
７
月
、
８
月
は『
夏
休
み
自
由

研
究
』と『
君
た
ち
に
勧
め
た
い
こ

の
一
冊
』の
二
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

小
学
校
低
学
年
か
ら
中
学
校
ま
で

年
代
ご
と
に
と
り
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
夏
休
み
で
な
け
れ
ば

読
め
な
い
本
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

自
由
研
究
や
読
書
で
夏
休
み
を

有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に
も
図
書

館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第 20 回

参議院議員通常選挙
　投 票 日　７月 11 日（日）
投票時間　午前７時～午後６時

鏡石町選挙管理委員会・鏡石町明るい選挙推進協議会

８月２日から胃がん施設検診

検診でガンの早期発見を

療機関名 住　　所 電　話

（医）矢 吹 医 院 鏡 石 町 中 央 62－2018

針 谷 ク リ ニ ッ ク 鏡石町久来石南 62－5200

（医）のがえ内科クリニック 鏡 石 町 本 町 92－2113

（医）滝 田 医 院 鏡 石 町 岡 ノ 内 62－2270

（医）平心会須賀川病院 須賀川市丸田町 75－2211

（独）国立病院機構福島病院 須賀川市芦田塚 75－2131

公 立 岩 瀬 病 院 須 賀 川 市 北 町
75－3111

（内線217）

（医）社団三成会春日病院 須賀川市池上町 75－3551

小 橋 ク リ ニ ッ ク 須賀川市仁井田 72－1555

あ づ ま ク リ ニ ッ ク 須 賀 川 市 前 川 72－3755

（医）秀和会折笠クリニック 須 賀 川 市 東 作 72－7065

（医）渡 辺 内 科
胃 腸 科 ク リ ニ ッ ク

須 賀 川 市 西 川 76－5511

（医）西 間 木 医 院 須 賀 川 市 和 田 76－3400

あ べ 内 科 医 院 長 沼 町 木 之 崎 69－1122

熊 田 医 院 岩 瀬 村 柱 田 65－3588

（医）三 愛 会
池 田 記 念 病 院

須賀川市弘法坦 75－2165

胃がん施設検診実施医療期間名
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人口と世帯

７月の情報カレンダー
 

日 月 火 水 木 金 土
４
b町民相談の日
　13：30～
　勤青ホ

５
bよちよちクラブ
　10：00～
　鏡保セ
b寿大学（本校）
　詩吟教室
　13：30～
　町公民館

６
b気功体操
　13：30～
　鏡保セ
b鏡石ＥＭクラブ
　10：00～
　老人センター

７
b９～10か月児
　健康診査
　13：1５～
　鏡保セ
b寿大学
　（久来石分校）
　13：30～
　久来石転作センター

８
bピヨピヨクラブB
　10：00～
　児童館　　　
b成田健康相談
　11：00～
　成保セ
b寿大学
　（鏡田・高久田分校）
　13：30～
　鏡田転作センター

９
b機能訓練教室　
　13：00～
　勤青ホ　　
bペアレントクラス
　18:30～
　勤青ホ

10
b読み聞かせ会
　10：30～
　図書館
bジョイフルライフ講座
　9：00～
　陶芸教室
bターゲットバー

ドゴルフ大会
　18：30～ 
　町公民館グランド

11
b第20回
　参議院議員
　通常選挙投票日

12
b寿大学
　（成田分校）
　13：30～
　成保セ

13
bピヨピヨクラブA
　9：40～
　児童館集合

14
b3歳児健康診査
　13：1５～
　鏡保セ

15
b成田健康相談
　11：00 ～
　成保セ
b海外文化学習
　事業結団式
　18：30 ～
　町公民館

16
bペアレントクラス
　18：30～
　勤青ホ
b夏の交通事故防止

県民総ぐるみ運動
（25日まで）

17
b子ども映画会　
　13：30～
　図書館

18 19 20
b町民相談の日
　13：30～
　勤青ホ
b気功体操
　13：30～
　鏡保セ

21
bよちよちクラブ
　10：00～
　図書館
b3～4か月児
　健康診査
　13：30～
　公立岩瀬病院

22
b成田健康相談
　11：00～
　成保セ

23
bピヨピヨクラブB
　9：30～
　児童館集合

24

25
b子ども会対抗
　親善野球大会
　8：00～
　陸上競技場他

26
b健康セミナー　
　13：30～
　鏡保セ

27
bピヨピヨクラブA
　10：00～
　図書館
b小学校水泳交歓会
　町民プール
　9：00～

28 29
b福島大学
　児童文化研究会
　影絵部の夏季公演
　10：00～
　図書館

30 31

８月

１
b町内一斉清掃　
　6：00～
　町内一円　　
b町民相談の日
　13：30～
　勤青ホ

２ ３
bピヨピヨクラブB
　9：30～
　児童館集合

４ ５ ６
b1・2歳児健康相談
　9：30～　鏡保セ

７

地区 赤ちゃん お父さん お母さん

 笠　石 関 蒼
あおい

雅 人 友 美

 〃 鈴 木 夢
ゆめ

叶
か

康 夫 智 美

 〃 山 田 鈴
れい

香
か

明  美貴子

鏡石１ 面 川 未
み

来
く

祐　哉 恵　子

 〃 黒 﨑 結
ゆう

太
た

順　之 恵　子

鏡石４ 向 田 大
やま

翔
と

明 友紀恵

仁井田 鈴 木 恵
けい

太
た

祥一郎 恵　己

　〃 山 下 め い 淳 紀　恵

鏡　田 面 川 陽
ひ

瑛
えん

忠 幸 敦 子

鏡　田 福 田 彩
あや

美
み

護  美千代

成　田 円 谷 翔
かけ

琉
る

博 之 直 子

さかい 深 谷 皆
かい

斗
と

周 市 幸 恵

お　い　わ　い

よ　ろ　こ　び

か　な　し　み

て
も
無
料
で
す
。
場
所
も
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
の
す
ぐ
近
く
で
、
大
き

な
荷
物
で
も
安
心
、
お
土
産
が
増

え
て
も
大
丈
夫
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
企
画
調
整
部
交
通
土
地
領

域
空
港
交
流
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４｜

５
２
１｜

７
１
２
７

広報かがみいし　2004年７月号広報かがみいし　平成16年７月号

※勤青ホ＝勤労青少年ホーム　　鏡保セ＝鏡石保健センター　　成保セ＝成田保健センター　　　※行事などの日程や会場は都合により、変更になる場合があります。

慶弔 ５月受付分

　

福
島
空
港
は
、
現
在
、
国
内
は

北
か
ら
札
幌（
９
月
ま
で
は
１
日

３
便
）、
大
阪（
１
日
３
便
）、
福

岡（
１
日
１
便
）、
沖
縄（
１
日
１

便
）の
国
内
４
路
線
、
海
外
は
、

中
国
上
海（
週
２
便
：
日
曜
、
木

曜
）、韓
国
ソ
ウ
ル（
週
３
便
：
日
・

火
・
金
曜
出
発
、
日
・
火
・
木
曜
到

着
）の
２
路
線
運
行
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

福
島
空
港
は
無
料
駐
車
場

が
、
２
，
３
０
０
台
、
何
日
駐
め

福
島
空
港
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

　

先
日
行
わ
れ
た
国
会
に
お
い

て
、
平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、

現
行
の
義
務
教
育
終
了
前（
６
歳

到
達
後
最
初
の
年
度
末
）か
ら
、

小
学
校
３
学
年
終
了
前（
９
歳
到

達
後
最
初
の
年
度
末
）ま
で
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
児
童
を
持
つ
保
護

者
の
方
は
、
町
健
康
福
祉
課
窓
口

で
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
９
月
30
日
ま
で
に
受

け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例
的

に
４
月
１
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

※（
注
）所
得
が
一
定
額
以
上
の

児
童
手
当
の
支
給
が

小
学
校
３
年
生
ま
で
拡
大

公
立
岩
瀬
病
院
で

リ
ウ
マ
チ
科
を
新
設

　

公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
診
療
科

目
に
リ
ウ
マ
チ
科
を
新
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
立
岩
瀬
病
院
で
は
、
こ
れ
ま

で
リ
ウ
マ
チ
疾
患
に
つ
い
て
は
、

整
形
外
科
、
消
火
器
内
科
そ
れ

ぞ
れ
の
科
で
診
療
を
し
て
い
ま
し

た
。
リ
ウ
マ
チ
は
、
整
形
外
科
的

場
合
は
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
改
正
に
伴
う
手
続
き
に
つ
い
て

●
小
学
校
１
年
生
の
児
童
を
持
つ

保
護
者
の
方
へ

　

３
月
31
日
ま
で
当
該
児
童
の

児
童
手
当
を
鏡
石
町
で
受
給
し
て

い
る
場
合
は
、
特
に
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
当
該
児
童
の
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者
の
方

で
、
受
給
資
格
の
あ
る
場
合
は
、

認
定
請
求
等
の
手
続
き
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

●
小
学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
を

持
つ
保
護
者
の
方
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
い
場
合
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
当
該
児
童
以
外
の

児
童
が
手
当
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
額
改
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
健
康
福
祉

課　

☎
62｜

２
１
１
５

治
療
に
加
え
、
内
分
泌
面
か
ら
の

検
査
、
治
療
も
有
効
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
リ
ウ
マ
チ
の
専

門
医
が
内
科
医
と
協
力
し
な
が
ら

診
療
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
、
よ

り
適
切
な
治
療
が
可
能
に
な
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

8/1（日）は、第3回町内一斉清掃

 地区 氏　名 年齢

笠　石 鈴 木 和 中 83

鏡石３ 西 間 木 孝 子 64

鏡石３ 石 井 亀 彦 80

鏡石３ 矢 板 義 實 88

仁井田 正 木 繁 郷 81

 鏡　田 村 越 サ ヨ 84

 鏡　田 安 田 順 子 45

 旭　町 三 島 木 ミ ヨ 88

 地区 花むこさん 花よめさん

久来石 　常 松 武 敏　（佐藤）　望

鏡石１　飛 澤 秀 人　（佐藤）美穂子

町内の環境美化のため、町民のみなさんのご協力をお願いします。

◆実施日時　８月 1 日（日）　小雨決行

◆清掃時間　６時～７時

◆ごみ回収時間　７時～８時

◆実施内容
　町民総参加で、各行政区単位により一斉清掃を

行います。

※注意　当日は、建設業協同組合の協力により、トラッ

クで土砂の回収を行います。燃えるごみ・粗大ごみ・

空き缶等の回収は行いませんので、一時的に集会所へ

保管し、指定されたごみの収集日に出すようご協力願

います。

◆問い合わせ先　町健康福祉課　☎62－2115

古紙100％再生紙

発行/鏡石町　〒969－0492　福島県岩瀬郡鏡石町不時沼345　☎（0248）62－2111

毎週金曜日 19 時～　鏡石町営鳥見山体育館よさこい踊り練習日

（16. 5. 31 現在）

     火　災       ６件　（22）

     救　急    169 件　（187）

（　）は前年同期の件数

～ 火は消した？ いつも心に きいてみて～

（全国統一防火標語）

b固 定 資 産 税（２期）

b国 民 健 康 保 険 税（２期）

b公共下水道受益者負担金（１期）

の納入期限は８月２日（月）です。
◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島県商
工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（16. 6. 1 現在）

                12,721人（－13）

                6,226 人（－７）

                6,495 人（－６）

             3,868 世帯（－５）

（　）は前月との比較

火災・救急事故 今 月 の 納 税 数

 

交 通 事 故 

（16. 5. 31現在）

  件　数    38件    （39）

  死　者    １人    （０）

  傷　者    47人    （46）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　134日～

７月４日（日）、７月20日（火）　午後１時30分～３時30分まで　町勤労青少年ホームで開催町民相談日程11



このコーナーへ載せるイラストをお待ち
しています。どしどし応募してください。
■サイズ　はがき大　

■応募先　役場総務課

長
は

谷
せ

川
がわ

衿
えり

奈
な

ちゃん（１歳）

　　　　（本町）

　歌と踊りが大好きな
　えりなちゃんです！
　（ママより）

薄
うす

薄
うす

薄 井
い

井
い

井 啓
けい

啓
けい

啓 資
すけ

資
すけ

資く資く資 ん（１歳）くん（１歳）く

　　　　（鏡沼）

たあ兄ちゃんが
大好きなけいくんです。

（ママより）

b
菊
地
　
清
さ
ん

bシンボルマークができましたb

　
こ
の
ほ
ど
、「
フ
ロ
ー
ラ

の
ま
ち
づ
く
り
」の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
町
在
住
の
絵
本
作
家
、

菊
地
清
さ
ん（
久
来
石
南
）の
作

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
左
の

と
お
り
で
す
が
、
見
て
も
ら
う

と
分
か
る
と
お
り
、
下
の
葉

の
部
分
が
フ
ロ
ー
ラ（
Ｆ
ｌ
ｏ

ｒ
ａ
）の
頭
文
字
の
Ｆ
を
、
花

の
部
分
が
フ
ロ
ー
ラ
の
ロ
ー
ラ

（
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
）を
一
番
上
の
部
分

が
花
の
お
し
べ
と
め
し
べ
や
王

冠
を
表
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
で
は
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
町
中
に
普
及
さ
せ「
フ
ロ
ー

ラ
の
ま
ち
づ
く
り
」を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、「
フ

ロ
ー
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
」を
町
民

の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い
、

活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
シ
ン
ボ
ル

的
な
も
の
が
必
要
で
は
な
い
の

か
と
思
い
つ
く
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
鏡
石
に
来
て
今
年
で

８
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
つ
も

こ
の
町
は
、
自
然
環
境
が
豊
か
で

町
並
み
も
整
然
と
き
れ
い
で
た

い
へ
ん
住
み
よ
い
と
こ
ろ
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。町
内
に
、
長
年

住
ん
で
い
る
と
鏡
石
町
の
生
活

が
あ
た
り
ま
え
に
な
り
、
そ
の

よ
さ
を
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、

町
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
今
あ

る
町
並
み
や
風
土
を
保
っ
て
い

け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
作
者

デザイン：菊地　清　作

12
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